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 In this paper, we report on personal ocean observation buoy for scallop cultivation. The damage of scallop by the cold 
water with low density of salinity that flows in summer becomes a large problem in Usuya (Hokkaido) where the 
scallop cultivation is active. We propose to detect the inflow of the cold water by making the water temperature 
distribution visible of the scallop cultivation area by observing the water temperature, and to prevent the damage. 
However, the existing ocean observation buoys are not widely spread because it is expensive and large-scale. As the 
first approach, we developed the multilayer type small ocean observation buoy for personal use. 
 




量，金額ともに全国の 4 分の 1 以上を占め，全国
一となっている．中でも，ホタテ養殖は基幹漁業

















































 ホタテ養殖では篭の水深を 10m 単位で調整し
ていることから，水深 10m 毎の水温を計測する
必要がある．ここで，養殖海域の水深は最大で
50m 程度であることから，表層を含む 6 層の水温
を計測することになる． 
 従来の海洋観測ブイでは，利用されている水温
































の消費電流は 1μA 以下であり，1 時間に 1 回の
計測を繰り返した場合であってもリチウム電池
を用いることにより 10 年以上の連続動作が可能




















コントローラ PIC12CE674 (Microchip) 
インタフェース RS-485 
温度センサ 103AT-2 (SEMITEC) 
待機時電流 1μA (maximum) 
動作時電流 2mA (typical) 
外形寸法 φ35mm×90mm 
重量 150g 





























一方，ソフトウェアは H8 マイコン用 TCP/IP













図 4 制御部のハードウェア構成 
 
表 2 制御部の仕様 
 
マイコン HD64F3048BV (Renesas) 
OS Smalight PPP (Renesas) 
通信カード DoPaMAX2896F (DoCoMo)
待機時電流 25mA (typical) 
動作時電流 300mA (maximum) 
外形寸法 70mm×80mm×50mm (H) 
重量 200g 







































を構築した．Web-DB は Red Hat Linux 9 を OS と
し，データベースに PostgreSQL を，Web サーバ














 予備実験は，平成 16 年度にプロトタイプブイ
を試作し実施した．実験の期間は平成 16 年 9 月






 予備実験では，臼谷沖 5 マイルのホタテ養殖海
域（44°02′18″N，141°33′07″E）にプロト
タイプブイを 2 機設置した．また，水温計は各々
























図 7 プロトタイプブイ（左）と予備実験（右） 
 
3.2 実験と結果 






とし，3m 層の水温を計測している．図 8 に実験
の様子を示す． 













から，12 月 19 日からの 2 日間で水温が 3℃上昇

















図 9 月変動グラフ（平成 17 年 12 月） 
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